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一般会計補正予算可決「地域活性化商     品券事業」「地域活性化商     品券事業」に質疑集中
９月定例会

令和5年第5回定例会は、9月5
日から21日までの17日間の会期
で開かれました。

９月定例会の流れ

01
初日（9/5）
行政報告、健全化比率・
資金不足比率の報告、条
例制定（総務産業常任委
員会に付託）、補正予算（原
案可決）請願（総務産業
常任委員会に付託）

総務産業常任委員会（9/5）
付託された案件を審査

一般質問　（9/11・13）
7名14項目の質問
（関連記事　８ページか
ら15ページ）

本
会
議

決算審査　（9/14）
一般会計他5会計の決算
の認定について審査（全
て認定）

詳しい審議内容は、６・７ページ
をご覧ください。

02
委
員
会

03
本
会
議

04
本
会
議

05
本
会
議

最終日　（9/21）
条例制定（審査報告）、
補正予算（原案可決）、
条例改正（原案可決）、
規約の変更（原案可決）、
人事案件（同意）、意見
案（原案可決）

　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
で
は
、
総

額
に
４
億
１
１
７
７
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を

90
億
４
２
７
万
７
千
円
と
す

る
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
で
も
、
商
工
振
興
費
の

地
域
活
性
化
商
品
券
事
業
補

助
金
１
０
７
８
万
２
千
円
の

追
加
に
つ
い
て
多
く
の
質
疑

が
集
中
し
ま
し
た
。

　

こ
の
追
加
は
、
10
月
発
行

の
商
品
券
に
つ
い
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
資
材
費
の
価
格
高

騰
な
ど
価
格
転
嫁
に
苦
し
む

町
内
商
工
業
者
の
経
営
環
境

が
悪
化
し
て
い
る
と
と
も

に
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
も

低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

消
費
喚
起
を
促
し
、
町
内
経

済
の
循
環
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
当

初
の
20
％
か
ら
30
％
へ
引
き

上
げ
る
た
め
の
経
費
を
補
正

す
る
も
の
と
の
提
案
理
由
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

物価高騰が著しく、厳しい状況である。消費拡大
に向けた取り組みにも力を入れていただきたい
が、どのように考えているか。

還元率アップは、消費購買力を確保する目的もあ
る。また、今回、年金月に合わせて発行し、多く
の人に購入してもらえるようにしている。今後も、
消費行動等を捉えながら、商工会と協議していく。

商品券の期限が切れてしまい、使えなかったこと
があるという声を聞く。現状を把握しているか。
また、救済措置は考えているか。

商工会からの報告を受け、把握している。消費を
促すという目的があるため、限られた期間内で使
うという主旨は尊重していきたい。使い忘れを防
止する工夫を商工会と協議していく。

に質疑集中

問
商品券をごみ袋に使用できないのかという町民の
声がある。定価販売義務はないと思うが、なぜ使
用できないのか。

答
複数回検討したことはあるが、もともとの目的は
商工業振興で始めたものであり、ごみ袋の収入は
役場に入るものであるため、除外している。
今後も、状況を見ながら継続して協議していく。
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一般会計補正予算可決「地域活性化商     品券事業」「地域活性化商     品券事業」に質疑集中

止まらない物価高騰

議会から意見書を提出しました議会から意見書を提出しました

いつまで続く？ 今後の対策は？

　「肥料、燃油などの生産資材等高騰対策の強化を求める意見書」
北海道の農業は、国民の食料を安定供給する食料基地として、また、国土・環境の保全など多面

的機能の発揮に大きな役割を果たす産業として、本道の地域経済・社会を支える重要な位置づけにあ
ります。
こうしたなか、コロナ禍後を見込んだ経済回復やロシアのウクライナ侵攻等によって肥料、飼料、

燃油などの生産資材価格が急騰し、高騰対策として、昨年は国をはじめ、北海道や市町村では営農継
続に向け、地方創生臨時交付金などを活用した対策が講じられました。しかしながら、国が措置した
肥料高騰対策は、北海道で使用する肥料銘柄の高騰率が高いことから、全国一律の価格高騰率 40％
を使用する算定式では、北海道の高騰率 78％との乖離が大きく、十分な補てん対策となっていない
と生産者からの声が相次いでいます。このため、国に対しては、価格上昇分を確実に補てんされる対
策が求められています。
一方、６月からの新たな肥料価格が前年よりも 19.4％（ホクレン主要銘柄）引き下がり、全国で

も 28％（全農扱い）値下がりしました。このため、国は、直接的な補填対策を行わないとして、使
用量の低減を定着させる事業を措置し、受け皿となる地域の協議会当たり 500 万円を上限とした追
加対策を示しましたが、専業的な農業を多く占める北海道にとっては、支援額が小さく経費を補う対
策に繋がるのか懸念されています。また、価格が下がったとはいえコロナ禍前と比較すると依然とし
て高い水準にあり、為替相場は再び円安傾向となっているため、さらなる価格高騰を招くことが危惧
されています。
加えて、６月から石油元売り企業への国の補助金が段階的に縮小していることから、ガソリン価

格が 180 円／ℓを超える状況にあり、これに連動して電気料金も大幅に値上がりしています。
このままでは、昨年同様の生産コストの増加が見込まれ、農業経営を一層圧迫させる懸念がある

ことから、今後の食料安定供給にも大きな影響を与えかねません。
つきましては、地域経済を支える農業が今後も継続できるよう、生産者の負担軽減対策に資する生産
資材価格高騰対策について、下記事項を要望致します。

１　令和４年度における国の肥料価格高騰対策について、北海道で使用する肥料銘柄の高騰率が高い
　ため、全国一律の価格高騰率との乖離が大きく、十分な補てん対策となっておらず、価格が高止ま
　りしていることから、高騰分が確実に補てんされるよう、本年度も対策を講ずること。
２　ウクライナ情勢の長期化や円安傾向の中で、石油元売り企業に対する補助金の削減で燃油価格が
　値上がりし、これと連動して電気料金も大幅に引き上がっており、国民生活のみならず地域経済を
　支える農業への影響も大きいことから、国の高騰対策を継続・強化すること。
　　また、地方に対しては、長引く物価高騰に対応できる取組みが行えるよう、地方創生臨時交付金
　など地方財政措置を講ずること。

意見書ってなに？

町の公益に関することについて、議会として
の意思をまとめた文書のこと。
国会や国の関係省庁などに対し提出すること
ができ、意見書の案は、議員または委員会が
提出し、本会議でその可否を決めます。

原案のとおり可決され、
内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、
経済産業大臣、農林水産大臣へ提出しました。

その他の意見書は７ページをご覧ください。
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決算 審査
令和４年度 私たちの税金私たちの税金

何に使われたの？何に使われたの？

令和４年度一般会計の歳入決算額（１年間
の収入）は99億8,066万円で、歳入歳出差引
残額３億7,161万円のうち、繰越明許費繰越
額27万円を除く２億２千万円は財政調整基金
に積み立て、残りの１億5,134万円は令和５
年度に繰り越しています。

町民の皆様の税金の
使われ方を町議会で
しっかり確認するた
めです。

一般会計
歳出決算

96億904万円

民生費
16.2％

農林業費
14.6％

土木費
13.1％

公債費
11.9％

衛生費
9.4％

総務費
9.3％

教育費
9.2％

諸支出金
9.0％

消防費
3.3％

商工費
3.1％

議会費
0.8％

労働費
0.1％ 災害復旧費

0.1％未満令 和 ４ 年 度
決 算 の 概 要

どうして審査が
必要なの？

■�予算の執行は適正か
■�行政効果や経済効果はあったか
■�今後にどう活かしていくか

決算審査
って何だろう？

前年度の予算が適正
で効率的に使われた
かどうかを確認し、
審査することです。

決算とは、当該年度の１年間に町に入ったお金（収
入）と使ったお金（支出）の実績で、「決算認定」とは、
議会がその決算内容を確認し認定することです。
　決算認定には、当該年度の予算を議決した主旨と目
的に沿って、適正で効率的な執行がなされたかどうか
を審査するとともに、それによってどのような行政効
果が発揮できたかを町の経済効果と合わせて評価する
重要な意義があります。この意義には、「今後の予算
編成や行政執行にどのように生かしていくべきか」も
着目すべき点となり、決算審査における理事者への質
疑においては、その点をも併せて議論する必要があり
ます。
　今回の決算審査において、議長からの「決算に関わ
る質疑を行うよう」促した議事運営に対し、一部議員
から上記の決算審査の意義に基づいて質することがで
きなくなり、結果的に議論が深められなかったとの指
摘があり、ルールの再確認が求められました。
　今後の議事運営に関して、議論の深まる質疑ができ
るよう議員全員で協議し、今後も町民の代表としての
自覚をもって取り組むよう確認いたしました。

決算審査のポイント

決算審査の運営に誤り
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令和４年度決算を審議

清 水 町 の お 金 の 使 い 方 を 詳 し く チ ェ ッ ク

こ ん な 質 問 が あ り ま し た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

健
康
相
談
等
業

務
委
託
料
に
つ
い
て
、
相
談

も
大
切
だ
と
思
う
が
、
複
数

回
研
修
を
行
う
な
ど
、
予
防
・

良
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

研
修
に
力
を
入
れ
て
は
ど
う

か
。答

弁
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研

修
に
力
を
入
れ
る

考
え
は

質
疑

令
和
４
年
度
、

庁
舎
や
一
部
の

施
設
で
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

町
民
が
使
う
施
設

に
エ
ア
コ
ン
を

質
疑

過
去
に
管
理
職

と
一
般
職
を
分

け
て
研
修
を
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
出
席
す
る
職
員
・

し
な
い
職
員
が
い
て
課
題
と

な
っ
た
。
よ
り
効
果
的
な
内

容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１
２
０
周
年
記
念

映
像
の
使
い
道
は

１
２
０
周
年
で

作
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
。
役
場
ロ
ビ
ー
や
駅
、

質
疑

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど
で

放
映
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
各
団
体
へ
貸
し

出
し
を
行
っ
て

い
る
。
直
近
だ
と
御
影
中
学

校
の
十
勝
清
水
学
で
放
映
し

た
。
今
後
も
各
団
体
に
使
用

し
て
も
ら
う
予
定
。

　

昨
年
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
で
一
定
期
間
放
映
し
て
も

ら
っ
た
。
多
く
の
人
に
目
に

し
て
い
た
だ
け
る
方
法
を
考

え
て
い
く
。

マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
奨
励
金
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
度
の
実
績

で
は
町
内
業
者
の
施
工
が
０

と
な
っ
て
い
る
。
も
う
少
し

町
内
事
業
者
を
利
用
し
や
す

い
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
付
け
る
べ
き
と
思
う
が
い

か
が
か
。

マ
イ
ホ
ー
ム
町
内

業
者
建
築
時
の
助

成
を
増
や
す
考
え

は
な
い
か

質
疑

答
弁
令
和
３
年
度
ま

で
、
町
内
の
業

者
で
建
て
た
方
が
３
分
の
２

程
度
多
く
し
て
い
た
が
、
令

和
４
年
度
か
ら
は
町
内
業
者

と
町
外
業
者
の
差
を
倍
に
変

更
し
た
。
臨
機
応
変
に
毎
年

度
見
直
し
て
い
く
。

移
住
体
験
住
宅
値

上
げ
の
理
由
は

移
住
体
験
住
宅

に
つ
い
て
、
貸

出
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
近

隣
町
に
流
れ
て
し
ま
わ
な
い

か
心
配
で
あ
る
。
値
上
げ
を

し
た
理
由
を
伺
う
。

質
疑

答
弁
以
前
ま
で
は
、

教
員
住
宅
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
教
員
住

宅
と
同
じ
料
金
設
定
を
し
て

い
た
。
移
住
体
験
住
宅
に
係

る
収
支
を
打
ち
出
し
た
と
き

に
、
収
入
と
し
て
約
１
２
０

万
円
、
支
出
と
し
て
約
４
０

０
万
円
で
あ
り
、
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
値
上
げ

に
踏
み
切
っ
た
。
ま
た
、
値

上
げ
に
よ
り
著
し
く
稼
働
率

が
下
が
っ
た
な
ど
と
言
う
こ

と
は
な
い
。

休
日
夜
間
応
急

診
療
事
業
報
償

に
つ
い
て
、
実
績
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

休
日
夜
間
応
急
診

療
事
業
の
実
績
は

質
疑

答
弁
前
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
御
影
診
療

所
に
支
出
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
の
実
績
は
２
３
０
０

件
で
あ
る
。
日
赤
病
院
へ
は
、

清
水
赤
十
字
病
院
運
営
費
補

助
金
の
中
に
含
め
て
支
出
し

て
い
る
。

れ
た
が
、
図
書
館
や
郷
土
史

料
館
、
社
会
教
育
施
設
な
ど

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
施

設
が
あ
る
。
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
弁
計
画
的
に
整
備

し
て
い
く
よ
う
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

新
体
育
館
の
用

地
取
得
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

体
育
館
用
地
取
得

の
進
捗
状
況
は

質
疑

答
弁
北
２
条
８
丁
目

の
民
有
地
を
候

補
と
し
て
予
定
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
の
進
展
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。
令
和
７
年
度
に

実
施
設
計
を
策
定
す
る
計
画

で
あ
り
、
同
じ
年
度
に
用
地

を
取
得
で
き
る
よ
う
計
画
し

て
い
る
。
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行 
政 

報 

告

第５回定例会
（令和５年9月）行政報告/審議結果

▼�

農
作
物
の
生
育
状
況
等

　
に
つ
い
て

　

秋
ま
き
小
麦
に
つ
い
て
は
、

成
熟
期
も
平
年
よ
り
早
ま
り
、

平
年
よ
り
早
く
終
了
し
て
い

る
。
10
ア
ー
ル
当
り
粗
麦
収

量
は
、
平
年
を
大
き
く
上
回

っ
た
。

　

て
ん
菜
に
つ
い
て
は
、
地

上
部
の
生
育
は
平
年
よ
り
や

や
緩
慢
に
推
移
し
た
が
、
根

部
の
肥
大
は
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
高
温
多
湿
に
よ
り

褐
斑
病
や
ハ
ダ
ニ
類
の
発
生

が
散
見
し
て
い
る
。

　

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
萌

芽
期
は
平
年
よ
り
早
ま
っ
た

が
、
軟
腐
病
の
発
生
が
見
ら

れ
た
。
収
穫
物
は
、
上
い
も

数
、１
個
重
と
も
に
小
さ
く
、

澱
粉
価
は
や
や
低
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

　

大
豆
に
つ
い
て
は
、
開
花

期
は
平
年
よ
り
早
く
、、
平

年
よ
り
着
莢
数
は
多
く
な
っ

て
い
る
。小
豆
に
つ
い
て
も
、

着
莢
数
は
平
年
並
み
と
な
っ

補 

正 

予 

算

▼�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

　
４
号
）

　

既
定
予
算
に
４
億
１
１
７

７
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
90
億
４
２
７
万
７
千
円

と
す
る
。

　

主
な
増
額
補
正
は
、
還
付

金
・
還
付
加
算
金
、
施
設
修

繕
料
（
福
祉
館
）、
禍
年
度

分
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
事

業
操
出
金（
介
護
保
険
事
務
）、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
自

立
支
援
給
付
事
業
）、
国
庫

道
費
負
担
金
返
還
金
（
障
害

者
支
援
事
業
）、
施
設
修
繕

料
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、

事
務
事
業
用
消
耗
品
費
（
※

１
）、
印
刷
製
本
費
（
※
１
）、

郵
便
料
等
（
※
１
）、
口
座

振
込
手
数
料
（
※
１
）、
高

齢
者
世
帯
等
生
活
支
援
給
付

金
、
国
庫
道
費
負
担
金
返
還

金
（
子
育
て
支
援
事
業
）、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
保

育
施
設
運
営
事
業
）、
心
身

障
害
児
通
園
交
通
費
助
成
、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
障

▼�

局
地
的
大
雨
に
よ
る
対

応
と
被
害
状
況
に
つ
い

て

　

８
月
21
日
、
十
勝
地
方
で

は
昼
過
ぎ
か
ら
局
地
的
に
雷

を
伴
っ
た
猛
烈
な
雨
が
降
っ

た
。
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ

た
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

に
よ
る
と
、
清
水
町
と
芽
室

町
の
町
境
付
近
で
１
時
間
に

約
90
ミ
リ
の
雨
量
を
解
析
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
町

に
お
い
て
は
、
旭
山
美
生
間

道
路
沿
い
の
日
高
山
脈
側
を

中
心
に
局
地
的
に
猛
烈
な
大

雨
が
降
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

本
町
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
大
雨
警
報
（
浸
水
害
）・

洪
水
警
報
、
大
雨
警
報
（
土

砂
災
害
）、
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
、
土
砂
災
害
警
戒

情
報
が
立
て
続
け
に
発
表
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
警

戒
・
配
備
態
勢
を
と
り
、
防

災
気
象
情
報
等
を
活
用
し
て

局
地
的
な
大
雨
が
あ
っ
た
箇

所
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し

被
害
状
況
の
確
認
と
応
急
対

応
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
午
後
５
時
36
分
に
は
、

す
べ
て
の
警
報
が
解
除
さ
れ

た
。

　

今
回
の
大
雨
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
被
害
に
つ
い
て

は
、
旭
山
地
区
に
お
い
て
、

道
路
の
一
部
砂
利
流
失
や
土

砂
流
入
な
ど
の
被
害
が
複
数

個
所
で
発
生
し
、
農
業
施
設

で
は
明
渠
排
水
路
の
一
部
施

設
が
破
損
し
た
。
ま
た
、
農

て
い
る
。

　

飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、

１
番
草
の
収
穫
は
平
年
並
み

に
始
ま
り
、
収
穫
は
平
年
よ

り
早
く
終
了
し
、
収
量
は
多

く
、
良
質
な
牧
草
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
番
草
の
生
育
は

平
年
並
み
に
推
移
し
、
収
穫

作
業
は
平
年
よ
り
早
く
始
ま

っ
た
が
、
収
量
は
や
や
少
な

い
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
用
と
う
も
ろ

こ
し
は
、
出
芽
は
平
年
よ
り

早
く
出
芽
揃
い
も
良
好
で
あ

り
、
糊
塾
期
は
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

条
例
改
正
等

▼�

長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
制

定

　

事
務
処
理
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
条
例
で
定
め
る
も

の
に
つ
い
て
、
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
な
く
て
も
翌
年

度
以
降
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
制
定
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
に

伴
う
法
改
正
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
り
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
、

学
校
教
育
法
、
児
童
福
祉
施

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
削
除
・
新
設
・

改
正
に
伴
う
改
正
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

清
水
町
認
定
こ
ど
も
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼�

清
水
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
等
の
利
用
者
負

担
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
第

19
条
第
２
項
の
削
除
に
伴
い
、

引
用
条
項
を
改
め
る
も
の
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

※１…高齢者世帯等生活支援給付金事務
　 ※２…井戸水利用者支援金給付事業

作
物
に
つ
い
て
は
、
畑
の
一

部
冠
水
に
よ
り
白
菜
や
馬
鈴

薯
な
ど
約
10
ア
ー
ル
程
度
が

被
害
を
受
け
た
。
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第５回定例会
（令和５年9月）

そ
の
他
の
議
案

審議結果

▼�

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号)

▼�

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

害
児
通
所
給
付
事
業
）、
国

庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
育

成
医
療
費
給
付
事
業
）、
帯

広
厚
生
病
院
運
営
費
補
助
金
、

国
庫
道
費
負
担
金
返
還
金
（
保

健
予
防
事
業
）、
国
庫
道
費

負
担
金
返
還
金
（
養
育
医
療

費
給
付
事
業
）、
水
道
事
業

支
出
金
、
印
刷
製
本
費
（
※

２
）、
郵
便
料
等
（
※
２
）、

口
座
振
込
手
数
料
（
※
２
）、

井
戸
水
利
用
者
支
援
金
、
産

地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
、
持
続
的
畑
作

生
産
体
系
確
立
緊
急
支
援
事

業
補
助
金
、
麦
・
大
豆
生
産

技
術
向
上
事
業
補
助
金
、
地

域
活
性
化
商
品
券
事
業
補
助

金
、
小
規
模
事
業
者
持
続
的

発
展
支
援
事
業
給
付
金
、
国

庫
道
費
補
助
金
返
還
金
（
商

工
振
興
事
業
）、
清
水
町
事

業
者
等
事
業
継
続
緊
急
支
援

給
付
金
、
図
書
館
資
料
、
財

政
調
整
基
金
積
立
、
減
債
基

金
積
立
金
、
公
共
施
設
建
設

等
基
金
積
立
金
、
北
海
道
市

町
村
備
荒
資
金
組
合
給
付
金

な
ど

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

▼�

北
海
道
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

意 

見 

書

▼�

肥
料
、
燃
油
な
ど
の
生

産
資
材
等
高
騰
対
策
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

人 

事 

案 

件
上神田 憲男　さん玉井清二　さん

▼�

教
育
員
会
委
員
の
任
命

　

上
神
田
憲
男
さ
ん
（
交
睦
）

を
教
育
委
員
会
委
員
に
選
任

（
再
）
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

▼�

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

玉
井
清
二
さ
ん
（
西
清
水
）

を
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
選
任
し
た
い
旨
の
町
長
提

案
が
あ
り
、
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

▼�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦

　

石
橋
祏
仁
さ
ん
（
北
３
条
）

を
人
権
擁
護
委
員
に
推
薦
し

た
い
旨
の
町
長
提
案
が
あ
り
、

議
会
は
「
適
任
」
と
し
ま
し

た
。

▼�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
同
補
充
員
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
議
会
に
お
い
て
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。
当
選
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

（
定
数
４
名
）

　
石
原　

昭
さ
ん
（
本
通
３
）

　

三
好
典
幸
さ
ん（
上
清
水
１
）

　

新
宮
ま
り
子
さ
ん
（
青
葉
）

　

広
井
卓
真
さ
ん
（
郷
愛
）

同
補
充
員
（
定
数
４
名
）

　
堀　

秀
徳
さ
ん
（
若
松
）

　

中
嶋
真
弓
さ
ん
（
桜
が
丘
）

　

梶
山
貴
史
さ
ん
（
人
舞
３
）

　

林　
　

緑
さ
ん
（
讃
岐
）

　

任
期
は
い
ず
れ
も
、
令
和

５
年
11
月
19
日
か
ら
令
和
９

▼�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

の
実
現
に
資
す
る
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

【
賛
成
多
数
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

▼�

国
土
強
靱
化
に
資
す
る

社
会
資
本
整
備
等
に
関

す
る
意
見
書

【
全
員
賛
成
で
可
決
・
各
関

係
機
関
に
送
付
】

年
11
月
18
日
ま
で
の
４
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

肥料・燃油などの生産資材高騰
対策の強化を求める請願

清水町農民連盟執行委員長
高田　秀昭 総務産業 採　択 採　択

意見書を提出

請 願 審 査 の 結 果 　９月定例会前に受理した町民からの請願は１件でした。
　常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定
　しました。
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����

町
政
を
問
う
！

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問

９月定例会では、７人の議員
が14項目にわたり一般質問
を行いました。

　議員が町政全般に関して、執行機関
（町長や行政委員会）にその執行の状
況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項等について質問をすることを
いいます。　
　清水町議会では１人の質問時間を答
弁も含めて90分以内としています。

※１議員最大３項目まで掲載、質問��
　と答弁は要約し掲載しています。な
　お、一般質問の全文はホームページ
　でご覧になれます。（９月定例会の
　内容は、12月末に掲載予定です）

一般質問とは

只野�敏彦　議員　　����12ページ
１　高齢者の憩いの場・集いの場づく
　りについて
２�　ふるさと納税の進捗状況について

川上�均　議員　　　　９ページ

佐藤�幸一　議員　�　���10ページ

１　運転免許証自主返納者タクシー無
　料乗車券の弾力的な運用を
２　地域気象観測システム（アメダス）
　の町内への設置要請について

鈴木�孝寿　議員�　　���11ページ

１�　軽自動車等の課税免除について
２　会計年度２号職員の給与見直しと
　兼業について
３　定住・移住住宅の現状について

山本�奈央　議員　　　14ページ

１�　新型コロナワクチン（mRNA）接
種における町民への情報提供と適切
な対応について
２　いわゆる LGBT 理解増進法「性的
　指向及びジェンダーアイデンティテ
　ィの多様性に関する国民の理解の増
　進に関する法律」施行後の清水町の
　対応について

中河�つる子　議員　　13ページ

１　高齢者が住み慣れた地域で最期ま
　で安心して暮らしていける町にする
　には

橋本�晃明　議員　        15ページ

１�　家畜伝染病予防対策とまちづくり
について

１　職員の初任給算定問題における裁
　判の経過と訴訟費用を問う
２　令和６年度の町民への物価高騰対
　策を問う
３　会計年度任用職員の勤勉手当支給
　及び常勤職員に準じた給与改定の実
　施について問う

かわかみ ひとし

さとう こういち

すずき たかずみ

ただの としひこ

なかがわ つるこ

やまもと なお

はしもと てるあき
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川上　 均　議員

物
価
高
騰
が
非
課

税
世
帯
や
ひ
と
り

親
世
帯
に
限
ら
ず
一
般
家
庭

に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
町
と
し
て
今
後
も

町
民
生
活
を
守
る
た
め
の
多

様
な
施
策
が
求
め
ら
れ
る

が
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算

に
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
形
で

配
分
し
て
い
く
予
定
な
の
か

考
え
を
伺
う
。

問

職員の初任給算定問題における
裁判の経過と訴訟費用を問う

今後の費用は未定　
行政報告を予定している町長

エ
ネ
ル
ギ
ー

や
原
材
料
費

の
値
上
が
り
等
に
よ
る
物
価

高
騰
が
続
く
中
、
令
和
３
年

度
以
降
、
町
と
し
て
も
各
種

対
策
を
実
施
し
て
き
た
。

　

令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

　

令
和
４
年
９

月
27
日
に
、

釧
路
地
裁
帯
広
支
部
よ
り
町

職
員
か
ら
損
害
賠
償
請
求
に

係
る
訴
え
が
提
訴
さ
れ
、
同

28
日
に
弁
護
士
と
訴
訟
委
任

契
約
を
締
結
し
た
。
裁
判
の

令和６年度の
町民への物価高騰対策を問う

国・道の動向を注視しながら、
必要な対策を講じていく町長

会
計
年
度
任

用
職
員
の
勤

勉
手
当
支
給
に
つ
い
て
は
、

本
町
と
し
て
も
適
正
な
処
遇

確
保
の
観
点
か
ら
今
回
の
法

改
正
に
合
わ
せ
令
和
６
年
度

よ
り
支
給
し
た
い
。
常
勤
職

員
に
準
じ
た
給
与
改
定
に
つ

い
て
も
、
令
和
５
年
５
月
２

日
付
け
総
務
省
よ
り
改
正
の

実
施
時
期
を
含
め
、
常
勤
職

員
の
給
与
の
改
定
に
係
る
取

り
扱
い
に
準
じ
て
改
正
す
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
よ
う
通

知
が
あ
り
、
本
町
と
し
て
も

正
職
員
と
同
様
の
扱
い
を
し

て
い
き
た
い
。

会計年度任用職員の勤勉手当支給及び
常勤職員に準じた給与改定の実施につ
いて問う

正職員と同様の取扱いをしていきたい町長

令
和
元
年
７
月
に

発
覚
し
た
職
員
の

初
任
給
算
定
問
題
は
、
令
和

４
年
９
月
に
職
員
側
か
ら
町

が
訴
え
ら
れ
、
そ
れ
を
町
が

応
訴
す
る
と
い
う
町
と
職
員

間
の
信
頼
関
係
を
揺
る
が
す

前
代
未
聞
の
事
態
に
発
展
し

た
。
そ
こ
で
裁
判
か
ら
約
１

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
の
経
過
と
応
訴
に

係
る
町
側
の
訴
訟
費
用
に
つ

い
て
伺
う
。

問町
長

会
計
年
度
任
用
職

員
に
勤
勉
手
当
支

給
を
可
能
と
す
る
地
方
自
治

法
改
正
法
案
が
、
４
月
26
日

の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
し

た
。
町
と
し
て
令
和
６
年
度

か
ら
の
支
給
実
施
と
、
併
せ

て
総
務
省
通
知
に
基
づ
き
常

勤
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
改
定
の
完
全
実
施
に
向
け

て
考
え
を
伺
う
。

問

かわかみ　ひとし

経
過
は
令
和
４
年
11
月
14
日

か
ら
口
頭
弁
論
２
回
、
弁

論
準
備
手
続
き
６
回
が
行

わ
れ
、
令
和
５
年
７
月
19

日
に
結
審
し
、
10
月
６
日

に
判
決
が
出
る
。
町
で
は

弁
護
士
の
着
手
金
と
し
て

37
万
２
千
９
０
０
円
を
支

出
、
今
後
の
費
用
は
わ
か
ら

な
い
が
、
行
政
報
告
を
予
定

し
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
国
・
道
の
新
年

度
予
算
の
動
向
も
注
視
し
な

が
ら
生
活
者
、
事
業
者
の
く

ら
し
を
守
る
た
め
必
要
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

町
長

町
長
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令和６年度以降、弾力的運用を検討していく

佐藤�幸一　議員

高
齢
者
へ
の

タ
ク
シ
ー
乗

車
券
交
付
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
交
付
対
象
者
の

生
活
支
援
と
し
て
、
本
人
が

乗
車
す
る
場
合
に
使
用
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
お
り
、
令

和
５
年
度
か
ら
は
一
人
年
額

１
万
８
千
円
分
の
乗
車
券
を

町長

町
長

さとう　こういち

運転免許証自主返納者タクシー
無料乗車券の弾力的な運用を

最
近
の
異
常
気
象
に

よ
り
、
い
つ
集
中
豪

雨
や
台
風
、
あ
る
い
は
大
雪

の
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
気
象
災
害
を
防

止
、
軽
減
す
る
た
め
に
局
地

的
な
大
気
現
象
を
監
視
す
る

ア
メ
ダ
ス
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　

本
町
に
も
ア
メ
ダ
ス
の
設

置
を
関
係
機
関
に
要
請
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

問

運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
、
タ
ク
シ
ー

無
料
乗
車
券
の
交
付
を
受
け

た
が
、
本
人
が
同
乗
し
な
け

れ
ば
配
偶
者
だ
け
の
買
い
物

や
通
院
に
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
際
、
配
偶
者
だ
け
で

も
使
用
で
き
る
よ
う
弾
力
運

用
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

問

地
域
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
︵
ア
メ
ダ
ス
︶
の
町
内

へ
の
設
置
要
請
に
つ
い
て

ア
メ
ダ
ス
が

な
く
て
も
、

デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
市
町
村

ご
と
に
面
的
な
情
報
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。点
で
は
な
く
、

面
的
な
予
報
も
活
用
し
、
気

象
災
害
に
備
え
て
い
く
こ
と

町
長

交
付
し
て
い
る
。

　

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
の
交
付
実
績

は
、
交
付
者
３
９
９
人
、

交
付
総
額
３
１
６
万
８
千

円
で
、
う
ち
利
用
し
た
方

は
３
２
４
人
、
利
用
額
は

２
８
１
万
６
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
利
用
率
は
８
割
を
超

え
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

配
偶
者
の
み
で
利
用
す
る
場

合
で
も
利
用
で
き
る
弾
力
運

用
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

み
世
帯
の
生
活
支
援
や
在
宅

介
護
者
の
負
担
を
考
慮
し
、

令
和
６
年
度
以
降
、
交
付
対

象
者
の
同
居
親
族
の
み
が
乗

車
す
る
場
合
で
も
利
用
で
き

る
弾
力
運
用
を
検
討
す
る
。

ア
メ
ダ
ス
の
設
置
は
現
在
考
え
て
い
な
い

気
象
情
報
で
災
害
へ
の
備
え
を
お
願
い
し
た
い

町
長

会
計
年
度
２
号
職
員
の
給
与
見
直
し
と
兼
業
に
つ
い
て

が
必
要
で
あ
る
。

　

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
、

今
後
運
用
が
予
定
さ
れ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応

し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
に

よ
る
気
象
情
報
が
配
信
さ
れ

る
。
気
象
情
報
を
見
て
災
害

へ
の
備
え
を
お
願
い
し
た

い
。

デジタルアメダスとは

現在のアメダスが観測機器がある地点
ごとの気象データを示すのに対し、デ
ジタルアメダスは気象衛星の観測など
も活用して１キロ四方にメッシュ化し
た面的なデータを把握できるもので
す。
スマートフォンのアプリでのデータの
提供が想定されていて、道内では、農
家や漁業者などがアプリの使いやすさ
を確かめる実証実験が今年４月から行
われています。気象条件に左右されや
すい農林水産業や除雪作業での活用も
期待されています。
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軽自動車等の課税免除について

現在は考えていない
今後、別の形で自動車関連企業の
支援を考えていく

町長

十
勝
管
内
で

は
帯
広
市
が

中
古
軽
自
動
車
の
販
売
に
お

い
て
は
実
施
し
て
い
る
が
、

ま
だ
自
治
体
で
は
少
な
い
の

で
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

代
車
に
用
い
る
課
税
免
除
も

他
町
村
で
行
っ
て
い
な
い
の

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
今
後
、
別
の
形
で

自
動
車
関
連
企
業
の
支
援
を

考
え
て
い
く
。

鈴木 孝寿　議員

本
町
の
自
動
車
関

連
企
業
は
近
年
で

15
社
程
度
か
ら
半
減
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
り
個
人
・
事

業
者
と
も
に
不
利
益
が
生
じ

て
い
る
。
既
存
事
業
者
が
今

後
と
も
事
業
継
続
で
き
る
よ

う
に
、
販
売
目
的
の
中
古
軽

自
動
車
及
び
代
車
で
使
用
す

る
事
業
用
軽
自
動
車
の
課
税

免
除
制
度
の
創
出
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

問町
長

すずき　たかずみ

会
計
年
度
２
号
職
員
の
給
与
見
直
し
と
兼
業
に
つ
い
て

兼
業
を
許
可
し
て
い
る
　

来
年
度
よ
り
勤
勉
手
当
の
支
給
を
考
え
て
い
る

町
長

人
口
減
少
に
伴
い
、

役
場
の
人
員
募
集

に
つ
い
て
は
正
職
員
も
含

め
、
応
募
の
減
少
は
現
実
問

題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
今

後
考
え
て
い
く
か
伺
う
。
ま

た
、
働
き
手
の
確
保
と
優
秀

問

兼
業
に
つ
い

て
は
現
状
正

職
員
７
名
か
ら
の
申
請
が
あ

り
、
２
号
職
員
か
ら
も
３
名

の
申
請
が
あ
り
許
可
し
て
い

町
長

な
人
材
の
流
失
を
防
ぐ
考
え

も
併
せ
て
伺
う
。

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
状
で

人
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が
あ

る
が
、
令
和
６
年
度
よ
り
会

計
年
度
２
号
職
員
に
も
勤
勉

手
当
を
支
給
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

定
住
・
移
住
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て

民
間
活
力
を
活
か
し
た
手
法
を
検
討
し
て
い
く

本
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
に
、
教
員

住
宅
の
改
修
に
よ
り
定
住
移

住
住
宅
を
新
た
に
設
置
す
る

が
、
総
額
６
０
０
万
円
程
度

の
予
算
を
使
っ
て
改
修
す
る

よ
り
、
民
間
に
定
住
移
住
住

宅
を
設
置
・
運
営
し
て
も
ら

う
た
め
に
そ
の
予
算
を
使
う

方
が
、
よ
り
経
済
の
循
環
に

問

繋
が
る
と
思
う
が
、
年
度
途

中
で
の
事
業
再
構
築
は
考
え

な
い
の
か
。

従
来
、
行
政

が
直
営
で
建

設
・
改
修
・
運
営
を
含
め
管

理
し
て
き
た
が
、
今
回
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
行
う
も
の
に
限

ら
ず
、
民
間
活
力
を
活
か
し

町
長

た
手
法
を
今
後
検
討
し
て
参

り
た
い
。

移住体験住宅

町
長
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今
夏
、
猛
暑
で
ク

ー
ラ
ー
の
な
い
家

庭
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う

が
、
ク
ー
ラ
ー
の
あ
る
集
ま

れ
る
場
所
が
あ
る
と
、
熱
中

症
対
策
に
も
な
り
、
ま
た
、

冬
期
間
に
は
物
価
高
騰
の
中

で
暖
房
費
の
節
約
に
も
な

る
。

　

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
を

開
放
し
、
高
齢
者
の
集
え
る

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
は

認
知
症
を
心
配
し
て
お
り
、

仲
の
良
い
友
人
と
会
話
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
認
知
症
の
予

防
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
認
知
症

の
予
防
を
目
的
と
し
て
、
例

え
ば
麻
雀
教
室
や
カ
ー
ド
ゲ

ー
ム
教
室
な
ど
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

問

高齢者の憩いの場・集いの場
づくりについて

プライバシーを確保した場所づくりを検
討し、麻雀教室・カードゲーム教室など
についても今後着手したい

町長

ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
、
中

央
公
民
館
大
集
会
室
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か

で
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
区
切

っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保

只野�敏彦　議員

町
長

ただの　としひこ

し
た
場
所
づ
く
り
を
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
麻
雀
教
室
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
教
室
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
を
め
ど
に
事
業

を
着
手
し
て
い
き
た
い
。

ふるさと納税の進捗状況について

視察した町を参考に、多くの寄附が得られるよう努力していく町長

10
月
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
の
ル
ー
ル

が
一
部
変
更
、
改
正
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、
今
現

在
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
。

　

ま
た
、
企
画
課
に
お
い
て

別
海
町
や
白
糠
町
を
調
査

し
た
と
の
話
も
聞
い
て
い
る

が
、
両
町
の
良
い
点
を
ど
の

よ
う
に
清
水
町
に
活
か
そ
う

と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

問

本
年
８
月
末

ま
で
の
寄
付

額
が
３
７
６
７
万
９
千
円
と

な
り
、
同
年
同
時
期
の
92
％

と
な
っ
て
い
る
。
９
月
で
は

前
年
比
を
超
え
て
い
る
。
別

海
町
や
白
糠
町
の
良
い
点
は

宣
伝
活
動
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
、
迅
速
な
業
務
運
営
、

物
流
の
拠
点
づ
く
り
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。
両
町
を
参
考

に
多
く
の
寄
附
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
努
力
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
内
食
肉
加
工
場

の
商
品
も
返
礼
品
に
な
る
た

め
、
当
初
予
算
額
を
上
回
る

寄
付
額
を
目
指
し
て
い
く
。

町
長
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「
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、
町
民
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
豊
か
な
生
活
基
盤
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
長
期

的
視
点
で
居
住
機
能
や
公
共

交
通
機
関
な
ど
を
小
さ
く
て

も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
町
民
の
満
足
度
が
高

ま
る
町
を
作
る
。」
は
第
６

期
総
合
計
画
の
「
施
策
の
大

綱
５
」「
快
適
で
安
ら
ぎ
を

感
じ
ら
れ
る
住
み
よ
い
ま

ち
」に
出
て
く
る
一
つ
だ
が
、

そ
こ
を
実
現
す
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
次
の
３

点
を
問
う
。

（
１
）
高
齢
者
が
運
転
免
許

証
を
返
納
す
る
に
は
、
そ
れ

に
代
わ
る
移
動
手
段
が
必
要

だ
が
、
そ
れ
が
不
十
分
な
た

め
に
返
納
を
た
め
ら
う
高
齢

者
は
多
い
。
足
の
確
保
の
充

実
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
伺

う
。

（
２
）
買
い
物
弱
者
へ
の
支

援
と
し
て
の
移
動
販
売
車
を

も
っ
と
多
く
の
地
域
へ
巡
回

さ
せ
、
買
い
物
に
困
難
な
人

問

引き続き、高齢者が安心して暮らせる
町づくりに努める町長

（
１
）
高
齢

者
の
移
動
手

段
と
し
て
、
現
在
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
清
水
帯
広
線

バ
ス
及
び
買
い
物
バ
ス
の
運

行
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

要
支
援
、
要
介
護
の
認
定
を

受
け
た
方
、
運
転
免
許
の
自

主
返
納
、
失
効
し
た
方
へ
の

タ
ク
シ
ー
の
利
用
助
成
を
実

施
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度

の
実
績
で
は
、
買
い
物
銀
行

バ
ス
の
利
用
者
が
増
加
し
て

中河 つる子　議員

高齢者が住み慣れた地域で
最期まで安心して暮らして
いける町にするには

を
支
援
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

（
３
）
高
齢
者
が
一
人
で
住

む
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
安
心
し

て
住
む
こ
と
の
で
き
る
ケ
ア

ハ
ウ
ス
が
設
置
さ
れ
、
入
居

で
き
る
こ
と
が
安
心
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ケ
ア

ハ
ウ
ス
の
設
置
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か
町
の
考
え

を
伺
う
。

なかがわ　つるこ

町
長

い
る
。
今
後
も
高
齢
者
の
移

動
手
段
の
充
実
に
努
め
る
。

（
２
）
移
動
販
売
車
に
つ
い

て
は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

令
和
４
年
６
月
よ
り
、
週
２

回
、
東
地
域
集
会
所
と
西
地

域
集
会
所
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
30
分
程
度
の
販
売
を

し
て
い
る
。
た
だ
販
売
箇
所

が
２
箇
所
で
あ
る
た
め
、
特

に
移
動
が
困
難
な
冬
に
お
い

て
利
用
が
減
少
す
る
実
態
が

あ
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
継
続

的
に
協
議
を
進
め
る
。

（
３
）
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
一
般

型
と
介
護
型
の
二
種
類
に
区

分
さ
れ
、
一
般
型
は
介
護
認

定
を
受
け
な
く
て
も
入
居
で

き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

従
っ
て
高
齢
者
が
日
常
生
活

に
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
要
す

る
手
前
の
段
階
で
も
利
用
で

き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

単
身
高
齢
者
が
増
加
傾
向
に

あ
る
中
、
施
設
整
備
の
ニ
ー

ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

移動販売車　カケル君
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

（
１
）
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
努
力
義
務
で

あ
り
、
３
月
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
公
表

の
指
針
は「
健
康
な
乳
幼
児
、

小
児
、
成
人
等
に
対
す
る
さ

ら
な
る
追
加
接
種
は
定
期
的

に
は
推
奨
し
な
い
」
と
さ
れ

て
い
る
。
９
月
開
始
の
Ｘ
Ｂ

Ｂ
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
マ
ウ
ス

に
よ
る
試
験
し
か
し
て
い
な

い
。
ど
の
よ
う
に
情
報
提
供

し
接
種
券
を
配
布
す
る
の
か

町
の
方
針
を
伺
う
。

（
２
）
予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度
に
認
定
さ
れ
た
副

反
応
に
よ
る
健
康
被
害
は
過

去
45
年
間
の
累
計
ワ
ク
チ
ン

接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
認

定
件
数
を
超
え
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
の
因
果
関
係
に
気

問

（
１
）
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
案
内
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
対
象
者
全

員
に
対
し
、使
用
ワ
ク
チ
ン
、

接
種
会
場
、
予
約
方
法
な
ど

を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
と
接
種

町
長

山本 奈央　議員

い
わ
ゆ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
「
性

的
指
向
及
び
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
に
関
す
る
国
民

の
理
解
の
増
進
に
関
す
る
法
律
」
施

行
後
の
清
水
町
の
対
応
に
つ
い
て

国
の
方
向
性
を
注
視
す
る

町
長

こ
の
法
律
は
趣
旨

か
ら
逸
脱
し
た
過

剰
な
主
張
や
要
求
が
広
ま
り

社
会
の
混
乱
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
学

校
の
設
置
者
へ
も
施
策
に
協

力
す
る
よ
う
努
め
る
よ
う
書

か
れ
て
お
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
確
立
し
て
い
な
い
児

童
ま
で
も
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
町
は
様
々
な
問
題
点
の

理
解
や
把
握
は
し
て
い
る

か
。
町
の
施
策
は
現
時
点
で

検
討
さ
れ
て
い
る
か
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

問

法
律
が
施
行

さ
れ
て
、
ま

だ
間
も
な
く
、
国
に
お
い
て

政
策
調
整
す
る
連
絡
会
議
も

８
月
に
開
催
さ
れ
た
ば
か
り

で
情
報
が
少
な
い
状
況
。
現

状
で
は
本
町
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
取
り

組
み
が
必
要
な
の
か
把
握
し

き
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
国

に
お
い
て
今
後
の
方
向
性
を

示
し
国
民
の
理
解
増
進
を
進

め
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

町
長

やまもと　なお

新型コロナワクチン（ｍＲＮＡ）
接種に対する情報提供や適切な
対応について

これまで同様に対象者へ案内する町長

づ
か
ず
疾
病
や
障
害
を
抱
え

て
い
る
町
民
が
い
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
。
個
々
に
判
断

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
町
の

考
え
る
適
切
な
対
応
を
伺

う
。

券
、
予
診
票
を
郵
送
予
定
で

あ
る
。

（
２
）
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
大
量
で
あ
る
こ
と
、
高

度
な
専
門
性
を
含
む
も
の
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
北
海
道

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
相
談
セ
ン
タ
ー
を

案
内
し
た
り
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
厚
生
労
働
省
の

副
反
応
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
に

外
部
リ
ン
ク
す
る
形
で
、
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・

安
全
性
に
関
す
る
情
報
や
Ｑ

＆
Ａ
、
副
反
応
の
情
報
な
ど

も
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

出典 : 臨床薬学博士 堀内有加里 Facebook

厚生労働省疾病・障害認定審査会感染症・予防接種審査分科会新型コロナウ
イルス感染症予防接種健康被害審査第一部会審査結果より作成
※死因問わず、死亡一時金・葬祭料請求に対する認定件数
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橋本 晃明　議員

家畜伝染病予防対策と
まちづくりについて

今
年
、
異
常
気
象

と
認
定
さ
れ
た
酷

暑
に
よ
っ
て
、
家
畜
、
特
に

乳
牛
は
体
力
を
奪
わ
れ
抵
抗

力
が
落
ち
て
お
り
、
伝
染

病
等
へ
の
感
染
が
懸
念
さ
れ

る
。

　

５
月
に
は
隣
国
で
あ
る
韓

国
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て

い
た
海
外
か
ら
の
観
光
客
が

戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、酪
農
・

畜
産
が
基
盤
産
業
で
あ
り
、

日
ご
ろ
か
ら
防
疫
体
制
を
維

持
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

う
が
、気
の
緩
み
は
な
い
か
。

豪
州
並
み
の
意
識
の
高
さ
を

持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

観
光
事
業
を
す
す
め
る
に

あ
た
っ
て
は
、
防
疫
対
策
を

し
っ
か
り
取
っ
た
う
え
で
行

っ
て
い
る
か
。
海
外
か
ら

の
観
光
客
へ
の
対
策
は
十
分

か
。

　

万
が
一
、
口
蹄
疫
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
の
体
制

は
整
っ
て
い
る
か
。
埋
却
地

の
確
保
を
含
め
シ
ュ
ミ
レ
ー

問

シ
ョ
ン
は
で
き
て
い
る
か
。

今
年
は
記
録

的
な
猛
暑
に

よ
り
牛
の
体
調
不
良
や
乳
量

の
低
下
、
伝
染
病
へ
の
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

農
場
に
お
い
て
は
伝
染
病
が

発
生
す
る
と
精
神
的
、
経
済

的
負
担
が
大
き
い
た
め
、
町

家
畜
伝
染
病
自
衛
防
疫
組
織

に
お
い
て
注
意
喚
起
を
図
っ

て
い
る
。
ま
た
、
役
場
庁
舎

玄
関
に
は
消
毒
マ
ッ
ト
を
設

置
し
て
い
る
。

　

観
光
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
防
疫
体
制
で
は
、

５
月
に
勧
告
で
口
蹄
疫
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農

水
省
に
お
い
て
は
関
係
機
関

と
連
携
し
て
水
際
対
策
の
徹

底
を
図
っ
て
い
る
。
海
外
か

ら
の
来
町
に
際
し
そ
れ
を
差

し
止
め
る
規
定
は
な
い
が
、

過
去
１
週
間
以
内
に
入
国
し

た
者
は
農
場
に
立
ち
入
ら
せ

な
い
な
ど
の
規
定
に
沿
っ
た

対
応
を
し
て
い
く
。
円
山
展

望
台
へ
の
入
口
２
か
所
の
注

意
看
板
に
外
国
語
も
加
え
た

い
。
口
蹄
疫
発
生
に
備
え
た

体
制
で
は
、
年
に
数
回
の
演

習
も
行
い
、
主
に
北
海
道
の

指
針
に
沿
っ
て
実
施
す
る
。

　

発
生
さ
せ
な
い
と
い
う
こ

と
を
基
本
に
、
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

町
長

発生させないことを基本に、対策を徹底し
ながら事業を行っていく町長

第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

はしもと　てるあき

円山牧場入口看板
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公
務
員
な
ど
を
志
望
す

る
清
水
高
校
の
3
年
生
４

名
が
「
総
合
的
な
探
求
の

時
間
﹃
地
域
研
修
﹄」
の
一

環
と
し
て
、
10
月
18
日
、

本
会
議
場
で
模
擬
議
会
に

臨
み
ま
し
た
。

清
水
高
校
生
と
の
模
擬

議
会
は
、
町
政
や
議
会
活

動
へ
の
関
心
や
理
解
を
深

め
る
目
的
で
開
催
し
た
も

の
で
、
今
回
で
４
回
目
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

高
校
と
し
て
は
、
生
徒

が
地
域
の
未
来
に
向
け
て

課
題
を
具
体
的
に
考
察
し
、

議
員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
質
問
や
意
見
を

行
う
こ
と
で
、
将
来
、
地

域
を
担
う
人
材
と
し
て
働

く
意
欲
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
高
校

生
は
模
擬
議
会
開
催
ま
で

の
間
に
、
観
光
協
会
の
役

員
就
任
や
公
園
遊
具
の
塗

装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地

域
で
の
調
査
、
研
究
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の

成
果
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
案
及
び
質
問
の
作
成
、

議
会
傍
聴
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
議
会

議
員
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
は
、
９
月
６
日
に
議
会

運
営
委
員
か
ら
一
般
質
問

へ
向
け
た
情
報
収
集
や
質

問
の
組
み
立
て
方
、
10
月

11
日
は
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し

て
議
員
か
ら
再
質
問
の
ポ

イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

模
擬
議
会
当
日
は
議
場

に
お
い
て
、
阿
部
町
長
を

は
じ
め
副
町
長
、
教
育
長
、

課
長
職
の
出
席
の
も
と
、

山
下
議
長
に
よ
る
進
行
に

よ
り
、
本
会
議
と
同
様
に

議
事
が
進
め
ら
れ
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
生
配
信
も
行

い
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
２
名
ず
つ

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、「
公

園
の
整
備
に
つ
い
て
」、「
清

水
町
の
観
光
に
つ
い
て
」

の
２
項
目
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
は
、
30
分

の
持
ち
時
間
を
い
っ
ぱ
い

に
使
い
、
す
る
ど
い
質
問

や
提
案
を
投
げ
か
け
、
理

事
者
側
か
ら
の
答
弁
を
引

き
出
し
て
い
ま
し
た
。

鋭い質問で議論を深める

清
水
高
校
３
年
生
が

清
水
高
校
３
年
生
が

町
の
発
展
を
願
い
政
策
を
提

町
の
発
展
を
願
い
政
策
を
提
言言

清水高校生模擬議会清水高校生模擬議会

高校生議員高校生議員

一 般 質 問一 般 質 問

名から名から４４
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模擬議会終了後、ほっとしたところで記念撮影

２つのグループから こんな がありました質問質問

（１）月２回の目視等による定期点検と日常巡視
点検を行っている。多くの公園で遊具の老朽化

が進んでいることから、必要な改修を順次進めている。
（２）点検に十分なチェック項目を定め、点検時に可動
部のグリス補充と年４回の草刈りを実施している。（３）
総額 6,517 万２千円で管理している。（４）これまでも、
遊具が安全に使えるよう適切に修繕を行ってきた。今
後も現在策定中の都市計画マスタープランの中で、検
討を進めていく。（５）自主的な申出があった場合、柔
軟に対応していく。

答

佐々木 颯汰 議員（写真左） 阿部 倖太 議員（写真右）からの質問

本町の公園の多くは遊具が古く錆びていて、
小さい子供を安全に遊ばせるのは難しいと

感じています。そこで私達は、自分たちで遊具を
塗りなおすことにしました。私達が塗った本通公
園は、全ての遊具が錆びており、草刈りも行われ
ていませんでした。公園の問題点について次のと
おり質問します。
（１）公園の現状把握・点検頻度について
（２）点検項目・基準について
（３）管理・整備に関する予算について
（４）遊具の整備等について
（５）ボランティアによる公園整備について

問

▶▷▶▷「公園の整備について」

（１）定期的に草刈りやごみ拾い、必要な整備を
行っている。今後も維持管理に努める。（２）「う

っちゃん」は、ホームページやカントリーサイン、婚
姻届け出用紙など、他にも様々な場面で活用している。
今後もＰＲしていく。（３）本年度、フェイスブックの
投稿頻度を向上した。また、新たにインスタグラムを
開設する。今後、公式ラインの導入も考えている。（４）
商工観光課が事務局を担っているため、協議内容は適
宜把握している。年に一度、意見交換をする場も設け
ている。（５）経済を守るという目的では購買力の高い
人、地域の文化を守るという目的では高校生や町民、
清水町にゆかりのある人たちをターゲットとしている。

答

髙畠 雛 議員（写真左） 神谷 まい 議員（写真右）からの質問

私たちは観光協会理事として役員会への参
加、観光地視察、物産展への参加などをし

てました。その中で、本町は豊かな観光資源を所
持しているのにも関わらず、活気がないと感じま
した。札幌で特産品物産展を行った際、特産品を
知っている方も多く、町の魅力は伝わっていると
感じました。しかし十分とは言えません。
　観光を活性化させるため、次のとおり質問しま
す。
（１）4景＋ 1 の整備不足について
（２）PRキャラクター「うっちゃん」について
（３）SNS の活用について
（４）役場と観光協会の連携について
（５）町の魅力を伝えるターゲットについて

問

▶▷▶▷「清水町の観光について」

ささき　　　りゅうた あべ　　　こうた

たかはたけ　ひな かみや
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委 員 会
レ ポ ー ト

　

清
水
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
配
置
方
針
と
活
動
状

況
に
つ
い
て
、
企
画
課
か
ら

説
明
を
受
け
調
査
を
行
っ

た
。
ま
た
、
鹿
追
町
と
新
得

町
を
訪
問
し
、
各
町
の
配
置

方
針
と
活
動
状
況
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
た
。

【
調
査
先
で
の
聞
き
取
り
や

確
認
事
項
】

清
水
町
で
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
、
役
場
内

勤
務
の
隊
員
が
３
名
、
畜
産

支
援
員
と
し
て
活
動
し
て
い

る
隊
員
が
１
名
在
籍
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
２
名
の
協

力
隊
を
募
集
し
て
い
る
が

応
募
が
な
い
状
況
を
確
認
し

た
。
応
募
が
な
い
と
い
う
課

題
を
整
理
し
、
目
的
を
明
確

に
し
て
計
画
立
て
た
募
集
を

行
い
、
自
由
に
考
え
て
も
ら

え
る
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
課
題
に
つ

調
査
日　

令
和
５
年
８
月
８
日

　
　
　
　

令
和
５
年
８
月
９
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

い
て
担
当
課
が
認
識
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。ま
た
、

協
力
隊
員
か
ら
は
清
水
町
を

選
ん
だ
理
由
と
し
て
、「
交

通
の
便
が
い
い
こ
と
」、「
農

業
の
町
と
い
う
こ
と
で
自
分

の
理
想
と
一
致
し
た
」
点
が

あ
げ
ら
れ
、
町
の
魅
力
に
よ

っ
て
応
募
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
た
一
方
、

定
着
し
て
い
な
い
理
由
の
一

つ
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

弱
い
と
感
じ
る
面
も
あ
る
と

の
意
見
も
聞
い
た
。

　

ま
た
、
鹿
追
町
で
は
、
募

集
段
階
か
ら
町
の
総
合
戦
略

の
推
進
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
地
域
課
題
解
決
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
を
町
内
の
企
業
か
ら

広
く
募
集
し
、
そ
の
活
動
を

行
う
た
め
に
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
研
修
派
遣
の
形
で

募
集
を
行
っ
て
い
た
。
実

際
に
、「
鹿
追
マ
ン
ゴ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
事
業
と
、
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
平
成
館
に
出
向
き
、

直
接
活
動
状
況
や
応
募
の
き

っ
か
け
等
を
聞
き
取
り
調
査

す
る
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　

新
得
町
で
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
用
は
、
新
し

い
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に

隊
員
を
受
け
入
れ
た
い
と
い

う
企
業
か
ら
の
提
案
に
よ
り

募
集
を
行
っ
て
お
り
、
町
と

企
業
が
一
体
と
な
っ
て
内
容

を
十
分
に
審
査
、
検
討
し
た

う
え
で
募
集
を
行
っ
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の

一
環
で
あ
る
北
海
道
拓
殖
バ

ス
株
式
会
社
が
新
し
く
事
業

を
立
ち
上
げ
た
「
拓
鉄
キ
ノ

コ
タ
ン
」の
取
り
組
み
で
は
、

将
来
的
な
雇
用
の
創
出
を
目

指
し
た
事
業
展
開
の
説
明
を

受
け
、
し
い
た
け
栽
培
に
携

わ
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か

ら
業
務
内
容
や
苦
慮
し
て
い

る
点
な
ど
、
現
地
に
て
直
接

聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

清
水
町
で
は
、
期
間
終
了
後

に
そ
の
ま
ま
定
住
し
て
い
る

協
力
隊
員
が
少
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
が
、
鹿
追
町
に
お

い
て
は
、
募
集
す
る
際
に
期

間
終
了
後
に
町
内
で
起
業
す

る
か
、
も
し
く
は
活
動
企
業

に
お
い
て
雇
用
が
見
通
せ
る

こ
と
を
明
示
し
、
期
間
終
了

後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を

し
っ
か
り
行
う
体
制
を
構
築

し
て
い
た
。
ま
た
、
新
得
町

で
は
、
任
期
満
了
後
に
住
宅

の
借
上
げ
や
働
く
場
所
の
問

題
で
転
出
し
て
し
ま
う
隊
員

を
出
さ
な
い
た
め
に
、
任
期

中
か
ら
の
相
談
、
サ
ポ
ー
ト

が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
定
住
率
が
高
く
推
移
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

【
総
括
】

　

視
察
を
行
っ
た
鹿
追
町
、

新
得
町
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
業
務
に
つ
い
て
、
募

集
の
時
か
ら
民
間
の
知
恵
を

活
用
し
な
が
ら
、
地
域
一
体

で
受
け
入
れ
る
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。
ま
た
、
協
力
隊

の
任
期
終
了
後
の
定
住
に
繋

が
る
よ
う
に
、
終
了
後
の
相

談
、
サ
ポ
ー
ト
を
活
動
中
か

ら
行
っ
て
い
る
こ
と
、
特
に

地
域
の
企
業
と
の
情
報
共

有
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の

相
談
を
密
に
行
い
、
新
た
な

起
業
を
目
指
す
隊
員
の
準
備

や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
こ

と
は
本
町
と
し
て
も
学
ぶ
べ

き
点
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

協
力
隊
と
町
民
と
の
ふ
れ
あ

い
が
生
活
に
お
い
て
は
非
常

に
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
で
の
人
間
関
係
を
構
築

で
き
る
様
々
な
機
会
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

清
水
町
で
も
両
町
の
優
れ

た
と
こ
ろ
を
参
考
に
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
地

域
と
隊
員
の
将
来
に
と
っ

て
、
真
に
役
立
つ
も
の
と
な

る
よ
う
に
取
り
組
み
を
充
実

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

8月8日所管事務調査の様子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
に
つ

い
て
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清
水
高
等
学
校
へ
の
支
援
策
の
現

状
に
つ
い
て
調
査
日　

令
和
５
年
８
月
21
日

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

業
者
85
名
の
内
29
名
、
新
得

町
か
ら
５
名
、
芽
室
町
か
ら

17
名
、
帯
広
市
か
ら
11
名
、

学
区
外
か
ら
５
名
と
な
っ
て

い
る
。

　

定
員
割
れ
の
主
な
要
因

は
、
私
立
高
校
の
一
部
が
定

員
を
上
回
る
入
学
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に

国
や
道
の
私
立
高
等
学
校
生

へ
の
授
業
料
負
担
軽
減
制
度

な
ど
に
よ
り
、
交
通
費
と
時

間
を
か
け
て
清
水
高
校
へ
入

学
す
る
生
徒
が
大
幅
に
減
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。
特
に
芽

室
町
か
ら
の
入
学
者
は
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
で
あ
る

が
、
道
教
委
へ
の
間
口
維
持

に
向
け
て
の
要
請
活
動
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
た
通

学
生
確
保
や
、
振
興
会
を
通

じ
た
助
成
に
よ
り
、
新
た
な

取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て
い

清
水
高
等
学
校
で
は
、

２
年
連
続
定
員
割
れ
と
な
っ

た
。
２
０
２
６
年
度
ま
で
は

３
学
級
が
維
持
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
現
状
の
支
援
内

容
と
今
後
の
課
題
を
探
る
た

め
、
調
査
を
実
施
し
た
。

【
学
校
教
育
課
】

　

学
校
教
育
課
職
員
よ
り
、

管
内
中
学
卒
業
者
の
推
移
と

高
校
別
入
学
状
況
、
清
水
高

校
入
学
者
の
出
身
地
別
内

訳
、
清
水
高
等
学
校
振
興
会

へ
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　

町
内
の
中
学
卒
業
者
は
、

令
和
５
年
で
85
名
で
あ
り
、

今
後
令
和
12
年
に
は
60
名
と

な
り
、
緩
や
か
な
が
ら
約
８

％
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

　

入
学
者
67
名
の
出
身
地
別

内
訳
で
は
、
町
内
の
中
学
卒

る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

【
清
水
高
等
学
校
振
興
会
】

　

次
に
、
振
興
会
理
事
で
あ

る
学
校
長
よ
り
、
高
校
の
概

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。道

内
の
令
和
５
年
度
の

総
合
学
科
の
高
校
は
19
校
と

な
っ
て
い
る
。
系
列
数
は
１

～
２
間
口
校
で
３
・
２
系
列
、

３
～
４
間
口
校
で
４
系
列
と

な
っ
て
い
る
が
、
清
水
高

校
は
４
系
列
と
充
実
し
て
い

る
。
し
か
し
、
今
後
の
教
員

数
の
見
通
し
は
、
令
和
５
年

度
27
名
か
ら
令
和
６
年
度
25

名
、
令
和
７
年
度
以
降
22
名

と
な
り
、
総
合
学
科
と
し
て

の
魅
力
あ
る
科
目
や
系
列
数

を
維
持
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
新

た
な
対
応
策
と
し
て
、
令
和

３
年
度
以
降
、
進
学
希
望
者

が
就
職
希
望
者
を
上
回
っ
て

い
る
現
状
か
ら
、
進
学
チ
ャ

レ
ン
ジ
生
徒
応
援
事
業
を
新

た
に
導
入
す
る
な
ど
支
援
を

強
化
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
は
「
総
合
的
な
探
求
の
時

間
」
を
充
実
さ
せ
る
教
材
の

導
入
、
令
和
６
年
度
か
ら
は

Ｃ
Ｓ
（
※
）
を
導
入
予
定
で
、

地
域
連
携
を
強
化
し
、
教
育

資
源
を
開
発
す
る
と
と
も
に

主
体
的
な
地
域
活
動
の
推
進

を
目
指
す
な
ど
、
活
動
を
拡

大
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
徒
を
主
体
と

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
校

則
の
見
直
し
や
体
験
入
学
で

の
生
徒
に
よ
る
説
明
な
ど
も

取
り
入
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

学
校
見
学
会
の
日
程
を
中
学

校
と
協
議
し
て
決
め
た
り
、

情
報
発
信
の
工
夫
や
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
の
支
援
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

【
総
括
】

親
の
イ
メ
ー
ジ
を
子
供

に
伝
え
て
も
ら
う
た
め
に
、

町
外
や
町
内
の
保
護
者
へ
の

情
報
発
信
が
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
に
つ
い
て
は
、
毎
週

金
曜
日
に
Ｆ
Ｍ-

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ

で
生
徒
が
出
て
高
校
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
が
、
町
民
へ
の

発
信
は
な
く
、
Ｆ
Ｍ-
Ｊ
Ａ

Ｇ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
は
出
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
周
知
方
法
や

時
間
帯
の
課
題
が
あ
り
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
、
録
音
を
各

中
学
校
の
昼
休
み
に
放
送
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
た
い
。

ま
た
、
２
間
口
に
な
る

と
選
択
科
目
が
一
気
に
減

り
、
魅
力
が
下
が
り
先
生
も

減
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

部
活
支
援
に
つ
い
て
は

今
年
度
か
ら
強
化
を
図
っ
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
中
で
、
特
に
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
部
に
関
し
て
は
、
地

方
か
ら
来
て
い
る
生
徒
た
ち

の
負
担
が
大
き
く
、
今
後
の

支
援
に
つ
い
て
の
課
題
と
し

た
。高

校
関
係
者
と
の
意
見

交
換
に
つ
い
て
は
、
学
校
見

学
等
を
活
用
し
て
訪
ね
て
い

た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
あ

り
、
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

全
体
を
通
し
て
、
町
と

し
て
、
振
興
会
と
協
議
し
、

教
育
活
動
や
部
活
動
の
充
実

や
発
信
力
の
強
化
に
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
を
鮮
明
に

し
て
い
て
評
価
で
き
る
。

一
方
で
、
女
子
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
創
設
を
望
む

声
も
届
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
全
国
的
に
も
貴
重

な
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
あ

る
道
立
高
校
と
し
て
の
存
在

価
値
を
再
認
識
し
、
全
国
か

ら
生
徒
を
集
め
る
た
め
の
支

援
と
Ｐ
Ｒ
強
化
を
求
め
た

い
。本

町
の
活
性
化
に
と
っ

て
、
清
水
高
等
学
校
の
３
間

口
維
持
と
魅
力
化
は
課
題
で

あ
り
、
町
民
も
含
め
た
町
全

体
を
挙
げ
て
の
清
水
高
等
学

校
の
前
進
に
向
け
て
、
更
な

る
取
り
組
み
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

※…コミュニティスクール8月21日所管事務調査の様子
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議会報告会と
町民との
意見交換会

（10/25清水・10/26御影）

９回目の開催となる「議会報告会と町民との意見交換会」を清
水地区と御影地区の２会場で開催しました。両会場合わせて27
名の参加があり、活発な意見交換が行われました。
　今年は、昨年までと意見交換の方法を変更し、①議員定数と報
酬、女性議員の登用について②開かれた議会（委員会の中継や
SNS の活用など）について③フリートークの３つのテーマで「グ
ループディスカッション」方式で行い、参加者と議員が同じテー
ブルについて議論を行いました。

【清水会場】 【御影会場】

多数の参加をいただき、ありがとうございました。
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
◇移住・交流促進の取り組みについて
◇その他所管に関する事項について

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会
◇清水町の在宅支援制度について
◇その他所管に関する事項について

議会運営委員会議会運営委員会
◇議会活性化について
◇議会の運営とその諸規定について
◇議長の諮問に関する事項について

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会
◇議会広報紙の編集及び発行について
◇その他議会の広報及び広聴に関する事項について

12月定例会までの調査事項

議会中継を
YouTube で視聴できます

QR コード

【URL】  https://www.youtube.com/
channel/UCqFSzkMm12MoenvpvXcePtA

　本町議会の生中継や過去動画は、
ユーチューブにおいて配信しています。
ぜひパソコン、スマートフォンなど
からアクセスし、ご視聴ください。

閉会中の
委員会活動

（８月15日～11月14日）

８
月

21日
　厚生文教常任委員会

22日・24日・29日
議会運営委員会

24日
　全員協議会

９
月

5日・11日・13日・14日・21日
　第5回町議会定例会 

5日・13日
　総務産業常任委員会

5日
　厚生文教常任委員会

6日・15日・21日
　議会運営委員会

13日・21日
　全員協議会

21日
　広報広聴常任委員会

10
月

4日・23日
　広報広聴常任委員会

18日
　清水高校生模擬議会

18日・24日
　全員協議会

11日・18日
　議会運営委員会

20日
　東京都北区議会視察来町
25日
　議会報告会と町民との
　意見交換会（清水）
26日
　議会報告会と町民との
　意見交換会（御影）

11
月

6日
　広報広聴常任委員会

7日
　厚生文教常任委員会

議 会 の う ご き 議会議会 TOPICSTOPICS
トピックストピックス

議会広報研修会
（8/17）
　「議会広報研修会」がポールスター札幌で開催され、
広報委員６名が出席しました。研修会では、（一社）自
治体広報広聴研究所の金井茂樹氏から「伝わる議会報の
編集ポイント」と題した講演があり、その後、各自治体
の議会広報を例に読みやすい議会広報について説明を受
けました。

東京都北区議会
視察来町（10/20）
　東京都北区議会の公明党議員団の皆様が来町し、視察
されました。清水町での取り組みについて町長、企画課、
農林課より説明し、意見交換した後、郷土史料館や渋沢
栄一翁ゆかりの地を見学されました。



開 会
12月４日

表紙の写真
12月定例会

　令和５年12月定例会は、12月４日に開

会を予定しています。

詳細は、12月上旬に発行する新聞チラ

シ折込をご覧ください。

　清水町議会ホームページでは生中継や録

画中継がご覧になれます。
表紙写真担当：広報広聴常任委員会　鈴木　孝寿

清水町内で登録されている犬の件数は約６００頭です。
猫の登録は義務ではないため、犬・猫合わせると少なく
とも１０００頭以上は町内で暮らしている事がわかりま
す。ペットは家族として飼われている大切な存在です。
迷い犬や飼い主不明のペットが少なからず清水町内にお
いて度々発見されます。ペットと共に暮らせる環境を今
一度再確認し、マナーを守って一生を添い遂げて欲しい
と思います。
（写真は「いちろう君」16歳　2023.10.23 逝去）

︱
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

　
ま
す

昨
年
6
月
に
、
先
に
移
住

し
て
い
た
大
学
の
先
輩
と
の

縁
も
あ
り
、
移
住
し
て
き
ま

し
た
。
出
身
は
大
阪
で
、
移

住
す
る
前
は
東
京
で
保
険
会

社
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
業
と

保
険
代
理
店
業
を
兼
業
し
て

い
ま
す
。

︱
清
水
町
に
住
ん
で
み
た

　
感
想
は

初
め
て
来
た
時
、「
空
気

が
き
れ
い
」「
食
べ
物
が
美

味
し
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

今
も
そ
の
印
象
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
周
り
の
方
々
に
も
良

く
し
て
い
た
だ
き
、
充
実
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の

趣
味
が
多
い
の
で
、
環
境
も

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

｜
今
後
の
目
標
は

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

業
を
支
え
ら
れ
る
存
在
に
な

り
、
人
材
不
足
の
解
決
策
の

一
端
を
担
い
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
ス
キ
ル
を

活
か
し
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
も
目
指
し

て
い
ま
す
。
資
産
運
用
や
相

続
な
ど
、
様
々
な
相
談
に
応

え
ら
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な

り
た
い
で
す
。
将
来
的
に
は
、

I
タ
ー
ン
移
住
者
を
増
や
す

よ
う
な
取
り
組
み
に
も
関
わ

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
清
水
町
に
期
待
す
る
こ

　
と
は

町
の
魅
力
を
道
外
に
も
よ

り
一
層
発
信
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
都
会
と
は
違
う
清

水
町
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
は

魅
力
的
に
映
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
層
に
Ｕ
タ
ー
ン
・

Ｉ
タ
ー
ン
移
住
の
選
択
肢
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

る
き
っ
か
け
が
欲
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
、

雇
用
や
助
成
金
と
い
っ
た
経

済
的
な
支
援
を
通
じ
て
、
移

住
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手　

広
報
広
聴
常
任

委
員
会　

桜
井　

崇
裕
）

■発行　清水町議会　■編集　広報広聴常任委員会　
〒089-0192 　北海道上川郡清水町南4条2丁目2番地　☎（0156）62-3317　FAX（0156）62-5160　
清水町議会ホームページ　https://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

塚本   啓太 さん  史華さん���

Uターン・Iターン移住を知ってもらい、
移住者を増やしていきたい！

　つかもと　　　  けいた　つかもと　　　  けいた

町町  民民  にに  イインンタタビビュューー
ふみか

( 有明 )


